
 

 

CT 検査とは・・・ 

X 線を使用して人体の輪切り写真を撮影し、その画像から診断します。 

●検査所要時間：  

□ ＣＴ 5～15 分  

□ 心臓ＣＴ 30 分程度（心拍数を調整する為、60 分程度お待ちいただくことがあります） 

 

  

紹介状・健康保険証・当院診察券 (お持ちの方 )・お薬手帳（お持ちの方） 

      をご持参のうえ、検査予約時間の 30 分前までに 

日本鋼管病院 外来棟 1 階 紹介状受付 にお越しください。 
 

注）緊急の搬送等があった場合など、検査が予約時間よりも多少遅れる場合がございます。  

恐れ入りますが予めご了承願います。  

 

 

◇ 午前中に検査を受けられる方は、検査当日は朝食を食べないでご来院下さい。 

◇ 午後に検査を受けられる方は、朝食を午前 9 時までに摂り、以後の食事を控えてご来院下さい。 
 
◇ 検査当日は、水分（水・お茶・スポーツドリンク等）は飲んで頂いて構いません。 
 

◇ 妊娠あるいは妊娠の可能性のある方は、あらかじめ主治医にご相談ください。 
 

◇ お薬を服用中の方は、主治医の指示通りに服用してください。 

◇ より詳しい画像を得るために、造影剤を静脈注射することがあります。 

心臓ＣＴの場合、必ず造影剤を使用致します。 

※必ず患者様の同意のもとに行います。造影剤使用に関する詳細は裏面をご覧ください。 

◇ アレルギーやぜんそく症状のある方は、当日検査担当者に必ずお申し出ください。 

◇ 検査後は通常の食生活をしていただいて構いません。 

◇ 検査の開始および終了は予定の時刻よりも多少前後する場合がございます。予めご了承下さい。 
 

◇ 検査結果については後日、依頼元医療機関の担当医師からお聞きになって下さい。 
 

◇ 検査の予定時間に遅れると検査ができない場合があります。 

都合により遅れる、またはご来院できない場合は下記までご連絡をお願い致します。 

日本鋼管病院  放射線科 

患者さん用説明票 

2015.11 

都合により遅れたり、ご来院できなくなった場合、また検査後に体調不良等の異常が出た場合

は、地域連携室までご連絡願います。 
 

地域連携室    ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ 0 1 2 0 － 9 6 1 － 7 7 8   

              （平日 8:30～ 16:55 ･ 土曜 8:30～ 13:55）  

※  上記時間外に体調不良等のご連絡先  

救急外来       TEL   0 4 4 － 3 3 3 － 5 5 9 1   

 

 ※造影剤使用に関する詳細、及び心臓 CT 検査については裏面をご覧ください。 



□ ヨード造影剤を使用する方へ 

1. 目的と方法 

今回実施する検査ではヨード造影剤という検査薬を血管内に注射して行います。 

造影剤を使用することにより、病気の有無や性質、範囲を診断するのに大いに役立ちます。 

※放射線科医の判断で部位や目的などにより造影剤を使用しない場合があります。 

2. 副作用 

ヨード造影剤は基本的には安全な薬剤ですが、一定の頻度で副作用が生じることがあります。 

① 軽い副作用：吐気、嘔吐、くしゃみ、せき、のどの違和感、動悸、かすみ、発疹、発赤など基本

的には治療は必要としません。（発生頻度：約 1％） 

② 重い副作用：血圧低下、呼吸困難、意識障害など入院が必要になる場合があります。      

（発生頻度：約 0.01％） 

③ 死亡に至る副作用：非常に稀ですが、病状や体質によってはあります。（発生頻度 0.0005％） 

※検査終了後、数時間～数日後に上記の副作用が現れる場合があります。 

3. 造影剤の血管外への漏出 

血管の状態を観察しながら注射を行いますが、造影剤が血管外に漏れる場合があります。腫れ、痛み、

熱感などほとんどの場合は時間がたつと吸収されるので心配はありませんが、まれに処置が必要になる

場合があります。 

 4. ビグアナイド系糖尿病薬について 

   ビグアナイド系糖尿病薬の併用によって、乳酸アシドーシスが発現したとの報告があり、服用を一時的

に中止する必要があります。主治医の指示通りに休薬をお願いします。 

 

□ 心臓ＣＴ検査を受ける方へ 

1. 目的と方法 

ＣＴ検査はＸ線を用いて体の内部を撮影する検査方法で、従来心臓カテーテル検査が必要であった冠動

脈や心筋の観察・評価が、造影剤を使用して撮影を行うことで可能となります。 

気管支喘息、造影剤アレルギー、妊娠中や妊娠の可能性がある方は必ず申し出て下さい。 

2. 検査の際に必要な薬剤、およびその副作用 

 β遮断薬 

心臓ＣＴ検査では心拍数を調整した方が良い画像が得られます。そのためにβ遮断薬を静脈内に

注射あるいは内服することがあります。一時的な血圧低下が起こる可能性があります。また心不

全（心臓の機能が低下）の方には注意して投与します。 

 冠動脈拡張薬 

冠動脈を拡張させるため、検査直前に口腔内にスプレーします。 

一時的な血圧低下や動悸、頭痛を感じる場合がありますが、5～10 分間程度で改善します。 

 ヨード造影剤 

ヨード造影剤は基本的には安全な薬剤ですが、一定の頻度で副作用が生じることがあります。 

※詳細は上記「ヨード造影剤を使用する方へ」をご確認下さい。 

 

※万一、副作用が生じた時には、保険診療にて処置、治療を行います。 

※上記の説明に同意された方は当日署名の上、検査をお受け下さい。同意された場合でも検査前であればいつ

でも撤回することが出来ます。 


